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ヤングアダルトの本
 高校国語入試に出た3000冊
定価（本体9,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2865-9　　　　　　　　　　冊

●最近15年間の高校国語入試に出題された定評ある名
作、最近の話題作から評論・エッセイ、古典まで幅
広い作品を収録、近刊を中心に掲載図書を作家別に
まとめた図書目録です。

●基本的な書誌事項に加え、内容紹介、近年の主な出
題校・出題年の情報も記載しています。

●「書名索引」付き。

精選された入試問題は
良書との出会いの場

日外アソシエーツ 編　A5・520頁　定価（本体9,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2865-9　2021年1月刊行

● 公立図書館・学校図書館での、本の選定・紹介に最適のガイド ●

ヤングアダルトの本
高校国語入試に出た3000冊

中村 桂子 （なかむら・けいこ　1936～）
「絵巻とマンダラで解く生命誌」
『絵巻とマンダラで解く生命誌』中村桂子著　青土社　　
2016.4　186p　21cm　2000円　○I　978-4-7917-6745-8
内容　生命の38億年を目で見て感じる3つの絵物語。たった一つ
の祖先から生れた生物多様性、動く地球と進化大爆発・大絶
滅、生きものの本質にせまるゲノムの科学…。生命の驚異を複
数の視点で描き出す「生命誌絵巻」「新・生命誌絵巻」「生命
誌マンダラ」の表現世界へ、提唱者が招待する。
出題校　久留米大学附設〔福岡〕（17）

「科学者が人間であること」
『科学者が人間であること』中村桂子著　岩波書店　2013.8　
243p　18cm（岩波新書）800円　○I　978-4-00-431440-0
内容　大震災を経てなお変われぬ日本へ―大森荘蔵、宮沢賢治、
南方熊楠らに学びつつ“自然”“生命”から近代科学文明を問
い直す。
出題校　青山〔東京〕（15）, 立川〔東京〕（15）, 高知県
（15）, 九州国際大学付属〔福岡〕（15）, 久留米大学附設〔福
岡〕（15）, 広島大学附属 〔広島〕（14）

「ゲノムが語る生命」
『ゲノムが語る生命―新しい知の創出』中村桂子著　集英社 

志賀 直哉（しが・なおや　1883～1971）
「赤西蠣太」
『小僧の神様　城の崎にて』志賀直哉著, 志賀直哉著　67刷改
版　新潮社　2005.4　331p　16cm（新潮文庫）〈年譜あ
り〉　476円　○I　4-10-103005-7　○N　913.6
出題校　四天王寺〔大阪〕（18）, 多摩大学目黒〔東京〕（15）

「或る朝」
『志賀直哉』志賀直哉著　筑摩書房　2008.8　477p　15cm
（ちくま日本文学021）880円　○I　978-4-480-42521-8
出題校　お茶の水女子大学附属〔東京〕（20）, 広島県（17）, 戸
山〔東京〕（08）, 八王子東〔東京〕（08）

「玄人素人」
『白い線』志賀直哉著　大和書房　2012.4　303p　18×13cm
　2400円　○I　978-4-479-88041-7
内容 「暗夜行路」へ通じる静かな哀しみを記した「実母の手
紙」、戦後日本がまざまざと蘇える「灰色の月」など、四十二
篇を収録。

内容見本

【収録図書例】

芥川龍之介「大導寺信輔の半生」／浅井了意「浮世物語」／あさのあつ
こ「バッテリー」／安楽庵策伝「醒睡笑」／池内了「科学と人間の不協和
音」，「科学の考え方・学び方」／伊藤亜紗「目の見えない人は世界をど
う見ているのか」／内田樹「ためらいの倫理学」／内山節「『里』という
思想」／長田弘「なつかしい時間」／鴨長明「方丈記 発心集」／韓非「韓
非子」／齋藤孝「コミュニケーション力」，「読書力」／重松清「きみの友
だち」，「小学五年生」／清少納言「枕草子」／高階秀爾「日本人にとって
美しさとは何か」／竹西寛子「蘭」／橘成季「古今著聞集」／辻村深月
「サクラ咲く」／外山滋比古「思考の整理学」，「知的創造のヒント」／根
岸鎮衛「耳嚢」／長谷川宏「高校生のための哲学入門」／原研哉「日本の
デザイン̶美意識がつくる未来」／原田マハ「リーチ先生」／松平定信
「花月草紙」／まはら三桃「たまごを持つように」，「鉄のしぶきがはね
る」／宮下奈都「よろこびの歌」／無住一円「沙石集」／茂木健一郎「思
考の補助線」，「それでも脳はたくらむ」／森博嗣「科学的とはどういう
意味か」／森本哲郎「日本語　表と裏」／吉田兼好「徒然草」／鷲田清一
「死なないでいる理由」，「わかりやすいはわかりにくい？̶臨床哲学
講座」／「宇治拾遺物語」／「今昔物語集」／「十訓抄」…


